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公
立
病
院
（
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど
の

地
方
自
治
体
や
地
方
独
立
行
政
法
人
な
ど
が
開

設
・
運
営
す
る
医
療
機
関
）
は
、
へ
き
地
に
お

け
る
医
療
確
保
や
、
救
急
・
小
児
・
周
産
期
・

災
害
・
精
神
な
ど
の
不
採
算
部
門
・
特
殊
部
門

に
係
る
医
療
、
民
間
病
院
で
は
限
界
の
あ
る
、

高
度
・
先
進
医
療
な
ど
多
く
の
役
割
を
担
い
、

い
わ
ば
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
「
最
後

の
砦
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

公
立
病
院
は

命
と
健
康
を
守
る
最
後
の
砦

と
り
で

　厳しい経営状況に置かれているのは、滝川市立病院も
例外ではありません。
　コロナ禍以前より続いていた経常損失は、令和２年度に
一時は黒字に転じ、令和４年度には現金不足を解消する
までに至りました。これはコロナの流行によって、市内の
コロナ感染患者をほぼ一手に引き受け昼夜を問わず診療・
治療にあたったためです。内科病棟１棟をコロナ専用病
棟として稼働させるなど、地域の基幹病院としての役割
を果たしたことで、国からの財政支援もありました。
　しかし、令和６年度にはコロナに対する財政支援は打ち
切りとなり、患者数もコロナ以前に戻ることはなく、医
師数の減少や物価高騰による医業費用の増加などから、再
び収益は大きく落ち込み、より一層の経営改善の取り組
みが必要な状況となっています。

特集特集

急性期・二次救急医療の提供
急病等急性期患者の受け入れ

小児・周産期医療
妊娠・出産や小児救急など中核病院と連携した地
域拠点機能

精神科救急医療
緊急の診療や入院を必要とする患者の受け入れ

地域医療連携
近隣医療機関や介護施設と連携した、地域完結型
医療の推進

臨床研修・専門医研修機能
研修・教育施設とした医師育成拠点としての役割

滝川市立滝川市立病院病院の担うの担う役割役割

滝川市立病院 クリニック、介護・福祉施設、
療養型病院など

日常の健康管理や
継続治療

専門的な治療や
高度な検査など

※
出
典
・
総
務
省
「
公
立
病
院
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」（
令
和
７
年
10
月
28
日
）

　

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
に
加
え
、
令
和
２
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
に
よ
る

受
診
控
え
な
ど
、
全
国
的
に
医
療
機
関
の
患
者

数
は
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
コ

ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
に
移
行
後
も
、
患
者
数
は

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
戻
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
で
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
加
に
よ
る
医

業
費
用
の
増
加
か
ら
、
令
和
６
年
度
決
算
で
経

常
利
益
（
黒
字
）
が
生
じ
た
公
立
病
院
は
、
全

国
で
わ
ず
か
16
・
７
％
※
で
、
全
国
の
８
割
強

の
公
立
病
院
で
経
常
損
失
（
赤
字
）
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

公
立
病
院
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
、
公

立
病
院
の
経
営
の
効
率
化
や
公
立
病
院
同
士
あ

る
い
は
民
間
病
院
と
の
病
床
機
能
（
患
者
の
病

状
や
提
供
す
る
医
療
に
よ
る
区
分
）
の
再
編
や

統
合
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
病
院
を
取
り

巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

変
化
す
る
地
域
医
療
と

公
立
病
院
を
取
り
巻
く
環
境

滝川市立病院現金残高の推移

314 床あった病床を現在の医療
需要にあわせて今年４月から
199 床へ減少。
安定的な入院稼働率を維持しな
がら、人材や設備を集約し、効
率よく質の高い医療
の提供を行います。

病床数の見直し病床数の見直し 経営改善検討会議の設置経営改善検討会議の設置医師の確保医師の確保

　　　　医師が充足していない
　　　　診療科への医師の招へ
　　　　いを積極的に行います。
　　　　急性期医療・二次救急
医療機関として、診療機能の維
持に努め、安定医療を提供して
いきます。

かかりつけ病院機能の強化かかりつけ病院機能の強化

　　　　今年４月から新たに「か
　　　　かりつけ病院機能」の
　　　　診療報酬が得られるよ
うになりました。
身近で手厚い医療を目指して地
域の皆さんの安心を支えていき
ます。

一般会計の繰り入れ一般会計の繰り入れ

市の一般会計からの繰入金はこ
れまで、市立病院の経営努力や
市の財政状況を踏まえ、国が示
す基準に満たない額でしたが、
令和７年度から「市立病院経営
強化プラン」に基づき、国の基
準通りの額としています。

人員の適正化人員の適正化

病床数の削減にあわせ、病院全
体の人員を見直し、医療機能に
見合った職員数とすることで収
支のバランスを図っていきます。
職員の負担が増加しないよう、
業務の見直しや再編を
進めます。

市民のくらしに欠かすことができない医療。市民のくらしに欠かすことができない医療。
いま滝川市立病院では、未来を見据えた大きな改善を進めています。いま滝川市立病院では、未来を見据えた大きな改善を進めています。

地域医療を守る　ー経営状況と今後の経営予測ー

　地域医療を守るためには、病院を維持していく必要があり、病院維持のためには経営基盤の強化が欠かせません。
　経営状況の落ち込みに歯止めをかけるため、滝川市立病院は今、病床数の適正化や業務の見直し、医師の確保対
策など、職員が一丸となり大きな改革と改善の取り組みを行っています。
　全国的にみても公立病院は厳しい環境に置かれていますが、滝川市立病院を私たち市民の病院として、中空知の
基幹病院として、最後の砦を崩さないためにも、多くの市民の皆さんに現状と取り組みを知っていただき、一緒に
支えていくことで持続可能な医療の実現につなげていきます。

H29   H30   R01   R02    R03   R04   R05   R06    R07   R08   R09　H29   H30   R01   R02    R03   R04   R05   R06    R07   R08   R09　

R08 年度計画R08 年度計画

R09 年度計画R09 年度計画

地域地域医療医療を守るを守る
滝川滝川市立市立病院病院

ー持続可能な医療を目指してー

改善の改善の取取りり組組みみ

　　医療現場は今、人口減少や医療現場は今、人口減少や高齢化社会による医療ニーズの変化、患者高齢化社会による医療ニーズの変化、患者
の減少による経営への影響など、さまざまな課題を抱えています。の減少による経営への影響など、さまざまな課題を抱えています。
　本特集では市立病院の現状と課題、そして未来への取り組みを紹介し、　本特集では市立病院の現状と課題、そして未来への取り組みを紹介し、
持続可能な地域医療について考えていきます。持続可能な地域医療について考えていきます。

厳しい経営状況を改善するため、
医師や看護師、医療技術員や事
務職員など、職種の垣根を超え
て、病院全体で診療体制の見直
しや経費節減など、経営課題へ
の取り組みを
行っています。

（千円）
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地域医療の未来 地域地域医療医療を守るー私たちのを守るー私たちの思い思いーー

　地域の皆さんにより良い医療を提供するため、市立
病院は医療連携を行っています。
　地域内の病院や医院、クリニック、診療所等と連携
を図り、患者さんの病状に適した病院などの紹介や、
他病院の情報を提供しています。　

市立病院の総合力を生かし、地域連携や患者さんの継続サポートなどを行っています。市立病院の総合力を生かし、地域連携や患者さんの継続サポートなどを行っています。
健康維持・病気の早期発見に、お手軽健診も実施中。健康維持・病気の早期発見に、お手軽健診も実施中。

■市内の複数の介護保険施設等の協力医療機関として患者
　さんの病状の共有や急変などに対応

■入院前の不安や負担を軽減し、安心して入院生活が送れ
　るよう、看護師が入院前面談を実施

■退院後の療養や生活に不安や心配がある患者さんやご家
　族へ退院支援を実施

■外来受診や介護保険、労災など医療全般の相談業務

　気になる項目を１項目から、または組み合　気になる項目を１項目から、または組み合
わせて選び、気軽に手軽な金額で受けられるわせて選び、気軽に手軽な金額で受けられる
お手軽健診を行っています。お手軽健診を行っています。
　１項目 550 円～、検査結果は　１項目 550 円～、検査結果は
１週間後に自宅に届きます。１週間後に自宅に届きます。

　市立病院内に訪問看護ステーション「そら
のわ」が誕生。入院中に訪問看護の相談がで
き、退院後も自宅で、“ その人らしく ” 過ご
せるよう継続して支えていきます。
　自宅で生活している方で訪問看護を希望す
る方は、外来時に相談いただく
か、直接訪問看護ステーショ
ンに相談することができます。

地域医療に大切なのは、支えるスタッフ一人地域医療に大切なのは、支えるスタッフ一人
ひとりの存在。それぞれの、医療への思い。ひとりの存在。それぞれの、医療への思い。

　
地
域
医
療
構
想
と
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
必
要
な
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ

て
提
供
で
き
る
よ
う
、
医
療
機
関
の
役
割

分
担
と
連
携
を
進
め
る
取
り
組
み
で
す
。

　
中
空
知
地
域
は
、
道
内
で
唯
一
、
国
か

ら
地
域
医
療
構
想
を
推
進
す
る
た
め
の

「
モ
デ
ル
推
進
区
域
」
の
設
定
を
受
け
て
、

国
や
北
海
道
の
伴
走
支
援
の
も
と
、
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
中
空
知
地
域
医
療
の
持
続
可

能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
目
的
と
し

た
新
組
織
（
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
）

の
設
立
に
向
け
て
、
各
自
治
体
病
院
等
と

協
議
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
中
空
知
地
域
の
病
院
と
機
能

分
担
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提

供
体
制
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
中
空
知
の
医
療

ー
地
域
医
療
構
想
と
は
ー

患者さんにとって安心できる存
在になれるよう、自分の家族だっ
たらどう思うのか常に考え、日々
の関わりを大切にしています。病
気の治療だけでなく、退院後の生
活支援や介護サービス、退院先の
調整など、その人らしく安心して
生活ができるよう支援すること
が必要だと思います。看護師は、
専門知識や技術を生かし、患者さ
んに寄り添いながらその人らし
い生活ができるように関わって
いけるやりがいのある仕事です。

地域医療室の大切な役割のひと
つに退院支援があります。退院後
どんな生活をしたいのか、患者さ
んやご家族に寄り添い、一緒に考
え、最後は患者さんやご家族が自
己決定できるようサポートしま
す。患者さんの望む暮らしができ
るように、ケアマネジャーや施設
スタッフ、相談支援専門員など関
係機関と連携し、支援をしていき
ます。どこに相談したら良いかわ
からない困りごとも、まずは地域
医療室にご相談ください。

今、病院は厳しい局面にあります
が、職員一人ひとりが、仕事にも、
病院運営にも真

しんし

摯に取り組んで
います。どの職員からも患者さん
の命と健康を預かっている責任
感が伝わってきます。患者さんの
信頼を得ることは、経営の改善に
は必要不可欠です。職員もその意
識を高く持っています。その姿を
見て、自分も真剣に議論して良い
病院にしたいと強く思いますし、
病院の改善に取り組んでいく力
をもらっています。

６階西病棟６階西病棟
川川
かわしたかわした

下下　あずさ　あずさ  看護師長  看護師長
地域医療室地域医療室
佐藤　佐藤　嵩嵩

たかひさたかひさ
久久    精神保健福祉士精神保健福祉士

事務部事務部
金子　金子　和和

か ず しか ず し
史史    次長次長

　安心して療養生活を送ることができるよう、看護師、
社会福祉士、精神保健福祉士、臨床心理士が在籍し、
連携して患者さんをサポートしています。

　
当
院
は
、
地
域
の
急
性
期
医
療
機
能
と
、
か

か
り
つ
け
病
院
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
役
割
を
着
実
に
果
た
し
て
い
く
必
要

ー
新
院
長
と
な
り
３
か
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
改
め
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
注
力

し
て
い
き
た
い
こ
と
は
ー

ー
市
立
病
院
の
役
割
や

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
ー

ー
新
院
長
体
制
で
目
指
す

市
立
病
院
の
未
来
に
つ
い
て
ー

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
や
ご
要
望
に

十
分
な
対
応
が
で
き
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
不
足
な

ど
に
よ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
医
療
体
制
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
は
病
院
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と

り
が
誇
り
を
持
っ
て
働
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
歩
み
な
が
ら
、「
こ
の
地
域
に
こ
の
病

院
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

想
像
以
上
に
業
務
が
多
く
、
特
に
病
院
経
営

に
つ
い
て
は
、
常
に
状
況
を
注
視
し
判
断
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
日
々
実
感

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
多
く
の
職
員
や
地
域

の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
病
院
運
営
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
、大
き
な
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
病
院
経
営
で
最
も
重
要
な
テ
ー
マ

は
、「
医
師
の
確
保
」「
経
営
の
安
定
化
」「
医

療
の
質
の
向
上
」
の
三
つ
で
す
。

　

医
師
の
確
保
は
病
院
機
能
の
根
幹
で
あ
り
、

大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
体
制
の
維
持
・
充
実
に

加
え
、
多
角
的
な
方
法
で
医
師
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

経
営
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、
院
内
で
経
営

改
善
の
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
不
断
の
改

善
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
病
院

運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
の
質
に
つ
い
て
は
、医
療
水
準
の
維
持
・

が
あ
り
ま
す
。

　

地
理
的
特
性
や
人
口
動
態
を
踏
ま
え
た
将
来

の
医
療
需
要
を
見
据
え
な
が
ら
、
近
隣
医
療
機

関
と
緊
密
に
連
携
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
情
報
共
有
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域
全
体
で
医
療

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
設
立
に

向
け
た
準
備
組
織
を
作
り
、
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
去
る
７
月
３
日
に
公
表
さ
れ
た
、
地
域

医
療
構
想
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
地
域
の

医
療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
役
割
を
分
担
し
、
よ
り
質
の
高
い
地
域
医
療

体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

滝川市立病院
松川　雅則　院長

令和８年４月１日に市立病院の
新院長に就任した松川院長の医
療への思い。

　

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら

す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
医
療
」。
風

邪
か
ら
高
度
先
進
医
療
ま
で
ひ
と
つ
の

医
療
機
関
で
補
え
る
の
が
理
想
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
今
、
医
療
は
広
域
で
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
来
て
い
ま
す
。

気
付
い
た
ら
、
ま
ち
か
ら
病
院
が
な
く

な
っ
て
い
た
…
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
一
緒
に
考
え
地
域

医
療
を
支
え
る
と
き
で
す
。

編集を終えて編集を終えて

【
特
集
】　

地
域
医
療
を
守
る　

滝
川
市
立
病
院　

お
わ
り

【
特
集
】　

地
域
医
療
を
守
る　

滝
川
市
立
病
院　

お
わ
り

向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
姿

勢
や
接
遇
の
質
の
向
上
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
、

皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て
受
診
い
た
だ

け
る
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
患
者
数
の
大
幅
な
増
加

が
期
待
で
き
な
い
状
況
で
、
い
か
に
安
定
し
た

病
院
経
営
を
実
現
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。
地
域
の
急
性
期
医
療
を
担
う
た
め
に
必
要

な
医
療
人
材
の
確
保
と
、
そ
の
質
の
向
上
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
立
病
院
に
は
、
不
採
算
で
あ
っ
て
も
地
域

に
必
要
な
医
療
を
担
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
役
割
を
果
た
し
続
け
る
た
め
に
も
、
収
益
の

確
保
と
支
出
の
適
正
化
を
着
実
に
進
め
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。


